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産業技術総合研究所 地質調査総合センター
サイトライセンス導入によりコストを半分に圧縮し、煩雑な購入手続きも一括

使い放題ライセンスにより未利用の機能を試す、利用者同士のノウハウ共有が進むなどの副次効果も

ソフトウェア購入コスト削減と利活用拡大を両立

研究機関向けArcGISサイトライセンスの活用による
「シームレス地質図」の整備と情報公開の取り組み 

■概要

産業技術総合研究所 地質調査総合セ
ンターは、日本国内の地質データを整備
し利活用を促進するというミッションを
持っている。地質データは、土木、建設、
防災、資源開発、観光資源、環境対策な
どの分野で利用され、利用者は建設コン
サルタント、自治体、不動産業を営む企
業など幅広い。
同センターは、これらの利用者のニーズ
に応えるため、地質情報研究部門で研
究開発された「シームレス地質図」をオ
ンラインやDVD形式で提供している。こ
の「シームレス地質図」を含む様々な地
質データの分析、整備のためにArcGIS 
for Desktopが活用されてきた。しかし、
増大するソフトウェア購入コストと煩雑な
購入手続きが課題となっていた。そこで、
同センターは平成22年（2010年）に研
究機関向けArcGISサイトライセンスを
導入し、同センターに属する3研究ユニッ
ト、地質情報センター、地質標本館にお
いてソフトウェア購入コストを約半分に
圧縮し、購入手続きの大幅な簡略化にも

成功した。今後は、同サイトライセンスに
含まれるArcGIS Onlineを活用した情
報共有も視野に入れつつ利用者の拡大
に努めていく。

■導入経緯

地質データの利用者には大手建設コン
サルタント、中小建設コンサルタント、自
治体、不動産業者などの民間企業、大
学、研究機関、さらに学生や一般の方々
などと幅広い。同センターはこれら幅広
い利用者のニーズに対応するために提
供データフォーマットや提供方法に細心
の注意を払っている。「我々は利用者の
皆様の利便性を最優先に考えています。
データのフォーマットは利用者がすぐに
使えるものでなければいけないし、サー
ビスを永続的に提供するために信頼の
おけるソフトウェアを使う必要がありま
す」と地質情報研究部門シームレス地
質情報研究グループの斎藤グループ長
は語る。「つまり、データフォーマットはデ
ファクトスタンダードであるシェープファ
イルが望ましいし、サービスの永続性や
国内でのGISソフトウェア利用度を考え
ると最大手で信用があり、多くの利用者
を持つEsri社製品を選択するのが妥当
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課題　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ソフトウェア購入コスト削減
・汎用的なフォーマットでのデータ提供
・永続的なサービス提供

導入効果　　　　　　　　　　　　　　　
・ソフトウェア購入コストが半分に
・ソフトウェア購入手続きの簡略化
・所内における利用者の拡大
・利用者同士のノウハウ共有

地質情報研究部門の入る産総研つくば第7事業所 部門内通路に貼られたシームレス地質図
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だったんです。デファクトという意味では
USGS（米国地質調査所）で全面的に採
用されていたり、世界的に広く利用され
ているので追従する形になったのも事実
です。」

「実は、地質図のデータだけはTNTmips
で整備され、そのまま提供する事も可能
で、DVDではそのデータも公開していま
すが、より広いユーザを考えてEsri社が
提唱し、ArcGISで利用できるシェープ形
式で提供する必要があると考えました。こ
の辺りもArcGIS導入の大きな理由のひ
とつですね」と、同部門の内藤主任研究
員が続けた。

「我々は言ってみれば情報元売り業者の
ようなものです。建設コンサルタントなど
が情報の小売業者のような位置付けだ
とすると、我々が小売業者の扱いやすい
データを提供し、小売業者が自分の保有
しているデータや、解析結果と共に自治
体や不動産業者などに提供する。こんな
構図ではないでしょうか」と斎藤グループ
長が結んだ。 

■システム構成

同センターでは、研究員、契約職員を含
む約100名程度が約150のArcGIS for 
Desktopライセンスを利用している。ラス
ターデータを扱う解析処理などのニー
ズにより、エクステンション製品である
Spatial Analyst、3D Analystと併用さ
れるケースも多い。これらエクステンショ
ン製品はサイトライセンスに含まれるた
め追加の購入は必要ない。これらの利用
者は定期的に部門内で行われる講習会
等でトレーニングを受け、また部門独自
のサポート体制もESRIジャパンによる支
援の下に確立しておりスムーズな利用環
境が整えられている。

■導入効果

最大の課題であったソフトウェア購入費
用の削減は、サイトライセンスの導入によ
り購入費用が約半分になり大幅な改善
となった。また、導入以前は購入手続き
が定期的に都度発生していたが、現在は
一括して行われるため大幅な事務作業
削減にも繋がった。しかし、導入効果はこ
れらコスト面だけにとどまらない。「利用
者の間でノウハウの交換が行われるよう
になりましたね。今まで使ったことのない
ような人も講習会などに参加してから使
い始めるようになったし、利用は拡大して
いると思います」と、斎藤グループ長は振
り返る。「実はエクステンションをいろい
ろ試せるというところも大きいんです。サイ
トライセンス以前は使いこなせるかわか
らないエクステンションを取りあえず買わ
ざるを得なかったわけですが、今はちょっ
とお試しのような感覚で手を出して使え
そうなら使うということができるのでそれ
もあって利用が拡大している面もあると
思います」と内藤主任研究員が加えた。
 

■今後の展望

シームレス地質図の利用促進に関し今
後の課題や展望をお聞きした。「標準化
の問題がありますね。Esri製品はOGCに
もちろん対応していますが、OGCに地質
に対応したハッチ（色付け）の標準がな
いんですね。だから我々は色のないポリ
ゴンでできた枠だけを提供するしかなく、
利用者は属性に応じて自分でそれらしく
見える色をつけるしかない。これが改善
されるとユーザの利便性はかなり向上す
ると思いますね。」

「人の問題もありますね。まだまだ様々な
研究領域で、専門知識をもちつつGISも
使えるという人材が不足している。社会
に出ていく人達がGISを知っている、大
学の先生方もGISを知っているという環
境が必要ではないかと思います。」国内
の大学でGISの利用は進んではいるもの
の、ESRIジャパンとしてもまだまだ啓発
活動が足りていないようだ。引き続き大
学、教育機関向けの活動を強化していき
たい。
最後に、サイトライセンスに付属する
ArcGIS Onlineの可能性についてお尋
ねした。「とても興味がありますね。もし、
つくばの研究者が自由にデータを出し入
れできるポータルサイトがあったらうちの
データを是非アップして使ってもらいた
いです。」「つくばの研究機関でいえば、
防災科研、土木研、森林総研、農環研、
地理院のみなさんはGISをお使いでしょ
うし、うちのデータが必要になる場面もあ
ると思います。みなさんが集えるポータル
サイトがあるといいですね。」世界中の政
府系組織で利用が進むArcGIS Online
はつくばの研究機関を含む政府系機関
でも将来的に利用が進むだろう。それ
により多くの研究者が参加するコミュニ
ティの醸成にもきっと役立つに違いな
い。ESRIジャパンも研究者の皆様のお役
に立つべく、より一層支援していきたい。
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